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　The 　experiments 　Qn 　cultivation 　 of　Rheum 　patmαt” m 　L．　 have　 been　 made 　 since 　 1943，
During 　the 　experiments ，　to　avoid 　the　formation 　of　hybridレthe　buds　 are 　 used 　 as 　 starting

material 　 instead　 of　 the　 seeds ．　 The 　 rhizomes 　 are 　 dug 　 in　 the 　 autu 皿 n 　 when 　 two

to　three　years　 old ．　 After　cleaning 　 and 　 cutting 　 off　the　 crown 　and 　smaller 　branches　the
rhizo 皿 e　is　decorticated　and 　cut 　into　 convenient 　 sized 　pieces 　for　freeze．　Our 　 climate

is　net 　favourable　for　 open 　air　drying．　 The 　results 　obtained 　by　the　 several 　 experiments

indicate　that 　the 　freeze　 method 　with 　arti 丘ciai 　drying　is　suitable 　 to　 prepare 　 the 　 crude

drugs　 of 　 rhubarbs 　 of 　 good 　 quality．　The 　 biological　 test　 of　 laxative　for　qualitative

judgement　 of 　the 　 rhubarbs 　growing 　in　 Hokkaido 　shows 　good 　 results ，

　医薬品 と して 需要 の 多 い 大黄 の わ が 国 に お け る栽培 の 試 み
3）−6）

は若干な され て い る．ま た中 国 に お け る生 産，調製

の 報 告 は入 手 し難 く不 明 の 点 が 多 い
7），北大 薬学 部，困 立 衛 生 試験 所 北 海 道 薬 用 植 物 栽 培試 験 場 （北薬試 ）お よ び 北

海道生 薬協会の 協力 の もとに 1943 年以来行な わ れ た試験の 結果 を報告す る．

　試験材料 の 由来

　1920 年 ご ろ 富山大学 （当時の 富山薬専） の 高橋隆造博 士 が ス トッ ク ホ ル ム の 植物園よ り大黄種子 の 分与を 受 け ，

富 山薬専，東大小石川植物園，北大植物園に 同年代に 分譲 きれ た．北大植物園に分与さ れ た大黄は発芽後，園内に 定

植 さ れ た．1943 年 ，園 内 薬用 植 物標 本 園 の 管理 に 当 っ て い た 吉 野 三 郎 氏 が 石 田文 三 郎 先 生 の 案 内 に よ り枯 死 寸 前 の 古

株 を発見 ， 側芽 1 芽 を 自宅 に 植付 し た もの が 生 育 し ， 母 本 は翌 年枯死 した．移植 し た もの は そ の 後肥大 し 1947 年株

分し 1952 年 ま で 試作した が 成績悪 く順次枯 死 しナニ ．

　1952 年 10 月 吉 野 氏 よ り水 谷 が 2 株 譲 り受 け，厚 別 町 下 野 幌 に 植 付試 作 し 1954 年 10 月 19 日 1 株 を 5 株 に 株分

けしt：．1955 年 10 月 そ れ ぞ れ の 株 を株分 け ， 35 株に 増殖 した．こ の 際 の 株重 は平均 7．5kg で あ っ た ．こ の うち

5 株を新野幌開拓地 の 坂根氏 に 委託，試作 を行 な っ た．1958 年 4 月 委託 5 株中 4株 を掘 り取 り株分け 60株 と し て 植
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日 本生 薬学 会 武 庫 川 大 会 （1970年 10月 ） に て
一部 発表．本論 夊 に 関 し て の 連 絡 は 三 橋宛
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付 ける．1959 年 11 月前記 6  株 を掘 り取 り株分け 628 株 と し 1960 年 4 月 30 日植付 1961 年 11 月 628株植付

け分 を掘 り取 り株分 け，水谷分 と合 せ て 2，200 株 と す る ． 1962 年 5 月全 部 植付 け，一
部北 大薬草園 に 移 植，以 上 の

株は 開花 す るが 自花 不 和 合の た め か結実 し な い ．繁殖 は根茎諦 こ生ず る 側芽 に よ る 栄養繁殖法 を 試み た．

　原植物 の 学名 に っ き多数 の 意見 を微 しか っ 生育中の 生態 を 中葯誌 の 記載 と も比較 し Rheum 　Palmatum　L ．と決定

し t：．増殖 きれ た苗 を北 大 に お い て は 1962 年春，北薬試 で は 1964 年春 よ り栽培 な らび に 調製試験 を開始 し九

実　験　の 　部

　生育試験
一 1 （北大薬草園）

　材料　前記 Rheum 　Palmatum　L ．の 根頭 の 株分苗，苗重 10 個 当 り 30  g

　耕種法　定植 ： 1962年 5 月 6R ，栽植密度 ： 90× 90cm （10　a 当 り1200 本 ），施 肥 ： 某 肥一
堆肥 1，200　kg ，油 粕

40kg （10　a 当 り），追肥一油粕 40　kg （10　a 当 b）8 月2D日．管理 ： 6 月20 日，8 月 2 日，9 月10日， 10月 3 日，ま

た害 虫 防 除 の た め に BHC 粉 剤 （1．5％）散布を行 な っ た． 1 年 目 （ユ962 年） の 地 上 部 の 葉数，草丈 の 調査結果 は

TABLE 　 I の よ うで あ っ た．

　　　　　　　　　　　　　　 TABLE 　 I ．　 1年 目大 黄 1朱の 月 別 調 査 （1962年）

期
目

時

項

　

mm

　

C
　

C

数

丈

張

葉

草

株

20／V 20 パ矼 2eA ・v 20ハ厂
皿

11
．34
，5

48
．626
．7

102770

．1

20／M 20／x 20／XI

163592

．1

2137
．2100
．2

2235

．696
．1

1

　 （調 査 侏数 30）

定植数 200 株 に 対 して の 最終活着率 は 175 株 （87．5％）で あ っ た 　2 年 目は 生育調査 と して 花茎 の 草丈 を 測定 し採

種を 試み た．開花期 の 草丈 は平均 178cm で 採種 し tこ種子は すべ て 不稔粒 で あ っ た、2 年生大黄 の 収穫 は 1963 年 10

月 26 日行 な った が，根茎 部 お よ び 根部 の 比 較調査 は 行な わ ず に 水 洗総重量 を 収 穫 量 と し t：．2 年生株 130 株，収穫

量 598kg で あ っ た，

　栄養繁殖 に よ る苗 は 1  個当 り 350g で ，前年秋 に 根茎部 よ り側芽 の 肥大 し た最下部を切り離し，これ らを 土中 に

浅 く埋 め て 翌春ま で 越 冬 させ た もの で あ り，定植時期 に お い て は 各 々 の 苗 が 細根 を 出 し て い た．札幌地 方の 5 〜6 月

の 気候 は雨 が少 な く非常 に 乾燥 す る t：め に定 植後の乾燥 に よ る枯 死 株 の 発生 を見 た 。大黄 は お う盛 な 生長力 を持 っ 植

物 で あ る が 耐旱性，耐暑 性，耐 水 性 に 欠 け る．札 幌地 方 で 夏期約 1 か 月生長 を停止 し，夏眠状態 を呈 し，ま た 8 月下

旬の 雨 量 の 多い 時 に は 腐敗 す る株 が 見 られ tこ．害虫 は定 植 時 期 と 2 年 目ほ う芽時期 に 発生 す る キ ボ シ マ ル トビ ム シ と

ア ブ ラ ム シ 科 の 害虫程度 で BHC 　 1．5％ 粉剤 の 散布 で 防止出来 る．

　大 黄 は 2 年 目株 の 70 ％ が 開花 し た．花茎 は 根茎部の 収量，生薬調製 の 状態 よ りす れ ば切 除 す る 方 が好結果 とな る．

肥料 は 強勢な生 育 を 示 す こ と よ り追肥 は 夏眠 前 と 9 月 な か ば に 油 粕，骨 粉 等 を与 えた ．栄 養 繁 殖 に よ る苒 の 生 育 は 2

年 目収穫時期 に は根茎部が良 く生長発達 し，や や偏平 とな り側芽 を切 除 し た 切 冂 は 良 く コ ル ク層が 発達 して い る．

　生 育試 験
一H （北薬試）

　材料　前記 Rheum 　Palmatu｝n　L ．

　耕種法　定植 ： 1964年 5 月 4 日，栽植密度 ： 90 × 90cm （10a 当 り 1200 本 ）， 施肥 基肥 油粕 70　kg ，米糠 70　kg

〈10a 当 り）追 肥
一

複合 化 成肥 料 30　kg　 9 月10日，予措 ： ア ル ド リ ン を粉衣 し，ネ キ リム シ ，ヨ トオ ム シ ， ジ ノ  

ミ ミズ な どを 防除す る．管理 ： 8 月10 日 ，
9 月 1 日，9 月20日，病虫害防除 の た め に EPN と 水 銀 ボ ル ド

ー
の 混 和剤

を 散布 した．1 年 目 （エ964年） の 地 上部に っ い て葉数，草丈，株張の 調査結果は TABLE 　ll の よ うで あ っ た．

TABLE 　 I ．　 エ年 目株 の 時 期 別 生 育 調 査

鬟習 ・・／・ 脚 ・6／w26 パ・ ・／W ・硼 26ハ・ ・ハ・ ・6佃 26／、・ ・釦 6瓜 26畑 ・蘭 6／・

葉 数

草 丈 cm

株 張 cm

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　6　　　　8　　　　11　　　15　　　18　　　20　　　20　　　22 　　　24 　　　23　　　17

2．5 　　4．1 　　6 ．2 　　9．2 　工6．4 　 25．4 　 30．1 　35．6 　40．7 　42．8 　43．3 　52．5 　41，9 　41．7

6．0　　13．9　　21．0　　31．2　 46，1　　66．8　　81．8　 94．0　105．8　112 ．4　112．8　111．9　113，0　112．8

（調 査株 数 52）
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　植付当年 の ほ う芽率 （活着率と異な り植付後，芽 σ）出 た株 の 割合で あ る．活着率 は 9 月 ご ろ の 生存率 を 云 う）は65

％，最終生存率 は 43％ で あ っ た ．2 年 口に つ い て は 開花期 の 草丈 を 調査 し 平 均 ／95cm を 得 た．地 下 部 に っ い て は

1964 年 ユ0 月 27 日お よ び ／965 年 12 月 1 日に 根 部 を収穫 し歩留 りな ど を 調査 し た （TABLE 　m ）．

TABLE 皿，　 1 年 株 〔1964 年 ） と 2 年 株 の 地 下 部

項 　 目
土 イ’f重　　　　　　　　　フ」く

t
｛先重

　kg　　　　　 kg
根頭 重

　kg
恨頭 数
　コ

恨 頭 径
cm

支 恨重 　　　支恨数

　kg 　　　　 本
根　系
　 cm

1 年．株

2 年 株

0．8837

．25

0．8006

，22 3．16 5．0 32x15 2．14 18．4　　　180x120

（調 査 株 数 23）

　名寄地 方 に お い て も夏期 ／ か 月 ほ ど生育 を 停止 し，と き に は全株 の 地上 部が 枯れ る．8 月 の 気温降下 期 に な る と お

う盛 な生育 を開始す る ．ほ う芽率に 対 し活着率や 最 終 生 存 率 が 低 い の は こ の た め で あ る．ま t二油虫 の 発生 が 他の 作物

に 比 して は な は だ し い ．他 の 病 虫害 予 防 もか ね て 適宜農薬散布す る と よ い ．根部 に つ い て は 1年 日の 肥 大 に 対 し て 2

年 目の それ が非常に 大 きい こ と がわ か る． 2年株 の 水洗重 は 6kg 余 あ り恨頭部 と根部 の 比率 は 4 ： 3 で ある，根頭

部 よ り茎 基部 や 残津 を丁 寧 に 除去すれば 大略半 々 に な る．調製 の 際 に 無駄 が 大 き く生 長 量 に も悪 影 響 を及 ぼ す の で 花

茎 は摘心 す る．2 牢 同の 株張 りは ほ とん どの もの が 2m 近 く恨系 もま た そ れ に 近 い ．深 さ も 50cm く らい で ，地上部

と地 下 部 が よ く似 に 形 とな る．追肥 は 以 上 の よ うな形態か ら考 えて 株元 よ り金 面 に 散布す るの が よ く，時期 は春に 速

効性 の 単肥配合肥 料 を 施 し，夏 に 複合肥料 また は有機質肥 料 を や る の が よ い よ うで あ る．生 育 量 が 人 きい の で 吸 肥 力

も大 きい よ うで あ る．

　生育試験
．

皿 　栽植密 度 に っ い て （北薬試）

　材 料 皿 と 同 じ で 苗重 は 10 個当 り 27609

　試 験 区 分 　R −2　 100 × 100cm ・R − 3　 50 × 100cm ・R − 4　 50　x 　50cm

　耕種 法 　定植 ： 1965 年 5 月 15 日，施 肥 ： 基肥 　油粕 5050kg ，複合化 成 40　kg （10a 当 り），追 肥 一．
複合 化成 25　lgg

（S月 14 目），油粕 25kg ， 複合化成 25　kg （9 月21日）， 予推 ： ア ル ド 1丿ン 粉 衣，管理 ： n に 同 じ， 1 年 目お よ び 2

年 目 の 生 育 に っ い て 調査 し ナこが，2 年［1 の 株当 り葉数 は 大変多 く調 査 が 困 難 な た め 1 回 に と どま っ 陀 （TABLE 　IV）．

TABLE 　 IV．

　 　 葉

1 年 洙 （1965 年） の 栽 随密｝隻別 生育 調 査

W9／
，

目

期

区

　

　

験

項

時

試 8ハ皿 9／lx

数 〔枚）

　　　　 14／X
’
662 パq

234一

一

一

RRR 7．94

．87

．S

18．314

．216

．7

25．821

．220

．8

開 花 始

22．617

．8

／2．8

33．627

．322

．5

花茎 数
（本 ）

生 存率
（％）

’
66　21X［

　 ノ／

ノノ

6．33

．62

．0

958788

（調 査 株 数各 1メ：20 ）

　地 下 部 に っ い て の 結果 は調 査 し得 な か っ ナニが 地 ヒ部 の み に つ い て 考察 す る とR − 2 区 （100x100cm ）が 成績 が 良

い ．根頭 数 は 花茎数 と 同 数で あ り，地 下部 の 大 きさは 根頭数 に 比例 ず る．単位面積当 り収 量 は 90× 90cm の 並 木植 え

が 良い と され る が ，100x100cm と厳密 な 比較 は 行 っ て い な い ．生存率 もR − 2 区が よ か っ た ．　 R − 3 ， 4 区 で は 植

付当年に 既 に 畦間が見 え な くな り，株 ど う し 葉 が 重 な り合 い ，光 合 成 に 支障 を 来 し て い る よ うで あ る．R − 4 区 は 調

査 も十 分 に で きな い 状態 で あ っ た．抽苔 は各区 と も2 年 目の 春の 融 雪 と同 時 に 始 ま り6 月 の 中，下旬 に 開花す る．花

茎 は R − 2 区 が 稍高 く 200〜220cm ，　 R − 3 ，4 区 は 180− 200cm で あ っ た．自家不 利合 の た め に 同種 間 で は結実し

な い が ，
Rhettm 　 undutatttm ，

　R ．　 coreanttm 系 の 植物が近 くに 生 育 す る と 花 の 数 パ ーセ ン トは結 実 す る．

　生育試験
一IV　苗 に っ い て （北薬試）

　株分苗を 作 る 場 合 に 根 頭 部 に 1 〜数本 の 支根 を つ け る とそ の 後 の 活着 生着 が 良い と され て い る，支根 をっ け ナこ苗

と付 け な い 苗 とを 比 較 して ほ う芽率，収量 （1 年株）な どに っ い て 調査 し た ．

　材料　1965 年 に 植付 け 1966 年 に 収穫し t：北薬試産ダィ オ ウの 株分苗

（ 3 ）
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廻

試験区分　R − 5　根付根頭苗，

　　　　　 R −一・6　根頭苗

耕種法　植付 ： 1966 年 11月 9 日，栽植密度 100× 100cm ， 施肥 ： 油粕 5e　kg ， 硫安 10kg ， 過石 10　kg ，硫加

5kg （10a 当り）， 予措 ： ア ル ド リン 粉衣 ， 収穫 ： 1967 年 ／1 月 11 日，

TABLE 　 V ． 苗 別 生 育 調 査

苗

項 　 目
　 　 　 　ほ う芽 そ ろ い ほ う芽 率 根 　 　 重

根 付 根 頭 苗 　 　5 月 8 日

根 頭 苗 5 月12 日

83％

67％

7995269

（調 査 株 数 30）

　使用苗 が 大 き く （R − 5 は 10 個 3，　OOO　g ，　 R − 6 は 10 個 1200　g ） ほ う芽 し た 葉 が 例年 よ り大 きい 。両区 で は

ほ う芽 日 と ほ う芽率 に 大 きな差 が あり， R − 5 区 は 5 月 8 日で 7  ％，　 R −− 6 区 は ほ ぼ 10％ で あ っ た．株分苗 を使

用 す る場 合 に は支根を 1 〜数本っ け tz方 が よ い ．苗 の 適 正 な 大 き さ，お よ び予措 〔キ ュ ア リ ン グ，消石灰粉衣，発根

剤 浸 漬 ） に つ い て は 試 験 中 ， ま た は 試験予定 で あ る．

摘 要

　1． 植付当年 の ほ う芽率 は 65％，最終生 存率 は 43％ と低 か っ た．生 育 は 1 年 目 と 2 年 目 とで は大 きな 差 が あ り，

地下都 の 重量 は 6．2kg で そ の 中根頭 部 と根部 の 比 率 は 4 ： 3 で あ っ た．10　a 作付 の 場合 は 欠株 や 気候 ， 病虫害 を 考

慮 し株重平均 4kg と推定 で きる．

　2， 追肥 は春 に 単 肥 配 合 肥 料 ，夏 〜秋 に 複合 化 成 ま た は有機質肥料 を全 面散布す る の が効果的 と思 わ れ る．

　3． 10a 当 り収量 を最大 に す るに は 栽培密度を 90 × 60cm とす るが，生薬大黄 を製造す る場合は 100× 100cn1とす

るの が 最 も良 い ．

　4 ．　 自 家 不 和合 の た め ， 同種問で は 結実 し な い が，異種間 で は簡単 に 交雑し結実 す る．

　5 ． 株分苗 は 1 〜数本の 支根 を っ け る と，活着，生育，収量 と もよ く，支根 を っ け t：ttとつ け な い 苗 を 比較す る と

ほ う芽率 で 前 者 は 83％，後者は 67％， 1年 目根重 で 前者 は 790g ，後者で 526g で あ っ た．

　 大 黄 の調 製
一1 （北 大 ）

　1962 年 よ り R ．　Patmatum　L の 栽培試験 に 続 い て 調製 を試 み た ．高嶺
5）

の 報告等を 参考 に し ， 乾燥，燻干 を種 々

試 み た．輸入大黄 と外観，香気 を比較ま に
一

部 は薬理試験 も合 せ 行 な っ た．

　実験材料　薬学部薬草園で 栽培 し た 2 年生株 に つ い て 調製を試 み tこ．陽乾，加熱 （180
°
，30 分），泥土 処理 ， 醗酵

処 理，熱湯処理を 行 な っ た が 外観，香 味等 は輸入 品 と異な り思 わ しい もの は 得 られ な か っ た．

　凍結乾燥調製　根茎諦側芽切 り取 り繁殖 を行 な い 北大薬草園 に て 栽培 2 年株 を 用 い，根茎部お よ び根部 の 未 剥皮，

お よ び 剥皮大黄で 試験 に は 生重 1kg つ つ を 用 い た ．そ の 結果 は TABLE 　V に 示 す如 くで あ る．

　凍結温度が
一28 °C の 場合内部組織 の 破壊 は時問的 に 進行 し，24時間処理 で は 破壊が 少ない が，こ れ を反復 し た場

合に 内部組織は非常 に 粗槌 とな り，ま た これ に と もな い 表面黒色化 し ， こ れ は 乾燥 と と もに 固 くな る，香 気 は 48 時

間処理 の 場合 が一
番強 く標品 （メ ル ク 製大黄） に 近い ．自然凍結乾燥 の 場合，屋内外を問 わず， 気温 の 上昇 とともに

青 ヵ ビが発生 し，発生 しナこ個所 は 必ず黒変 し組織 が 固 くな る．ま た 縦 断 し た 場 合 カ ビ は 中心 部 に 発生 して い る こ と も

あ り，こ れ らを総合す る と凍結時間 を一定 と して人 工 乾燥 を行な う こ とが 均
一

な 製品 を生む もの と 思 わ れ る．

　大黄 の 調製
一H　（北薬試）

　工965 年冬 よ り，湯通 し後屋外乾燥，湯 通 し後屋 外冷凍
一

醗酵
一

室内乾燥，湯通 し後燻 煙
一

乾燥が 試 み られ t： が 湯

通 し した もの は一般 に 変色 し組 織が ば らば らに な り良品 は 得 られ な か っ た ．屋外 自然凍結 （最低 一36°C）後 12 時間

室内乾燥 し た もの は輸入 大黄 と外観性状 も近か っ た ． こ れ を詳細 に 試験 し た結果 は TABLE 皿 の ご と くで あ る ．こ

れ らの 大黄 の
一

部 は 生物学的試験 に よ る 品質 の 鑑定 を 試 み た が そ の 結果 は 別 に 発 表 す る予 定 で あ る．

　凍結温 度 が 一20GC 以 上 で は 大黄特有 の 香気が っ か な い こ と がわ か っ た．湯通 し し た 場合 は表面が青黒 く変色 し，

組織 が 破壊 され て，内質粗縋 とな る．生根 を 一20℃ 以下 の 温度 で凍結 し，こ れ を室内乾燥すれ ば軽質の 輸入 大黄 に

近 い もの が で き るが， 1− 2rnm の 固い 表殻の で きる こ と，色 が や や淡 く明 る い こ と （黒 い こ と もあ る ），肉質 が 不
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TABLE 　VI．　 凍 結 乾 燥 調 製

処 理 No ． 　 調 製 条

　 1　　　実験 用 フ リ
ーザ ー24時 間 p

　　　　　乾

2

3

4

5

6

7

実 験用 フ リ ーザ ー48時 間，．
乾

件

室 温 も ど し，電

室温 も ど し，電

実 験用 フ リーザ ー24時 間 ， 室温 も ど し， 凍

結 反 復 電 乾

実 験 用 フ リ ーザ
ー48時間 室温 も ど し，凍 結

時 間 反 復 電 乾

屋 内 自然 凍 結 （1968 ．1− 3） 2 月 下 句 よ り

青 カ ビ 発生電乾

（屋 外 自然 凍結 （1968 ．1− 3）処理 No ．5
3 月 に 入 り 青 カ ビ 発 生，電 乾

根部実験用 フ リーザ ー 24 時間室内に 放置

（1968．　1− 4）　雀麦電 尊乞

乾 重 （9 ）　　　　　　　 品　　　　質　　　　　品 質 順 位

　 342 　　 香 味輸 入 晶 に 劣 る が 強い
， 色 沢 輸 入 　　　 1

　　　　　　品 に 近 い ，軽質，っ む じ紋 あ り組 識
　 　 　 　 　 　 の 破 壊 少 しあ り

　 326　　 香 味 輸 入 品 に 近 し ， 揚 色 が強 く
一部 　　　 2

　　　　　　黒 変 組 織 の 破 壊 激 しい 軽 質，中心 部

　 　 　 　 　 　 粗 綻

　 321　　 香 味 （処 理
一No．2）よ り艮好 黒 褊 色，　　 5

　　　　　　内部 組 織 は 破 壊 され 軽 質

　 328　　　香 味 （処 理
一No．3）とか わ りな し，　　　　 6

　　　　　　 表 面 黒 変 ， 内 部組 織 完 全 に 破 壌

　 350　　 香 味少 な く ， 表 面 や や 白 く乾 燥，・陛　　　 3
　　　　　　 質，内 部組 織 の 破 壊 な し

　 346　 　 香 味 よ く，色 沢 赤 味 強 く カ ビ発 生 部 　 　 　 3
　　　　　　 分黒 変 内部 の 破 壊 少 く軽 質軟 か い

　 337　　 香 味 よ く，色 沢褐 色 ，中 心 部 黒 変，　　　 7
　 　 　 　 　 　 細 い 部 分 は 黒 変，硬 く な る

注 　実 験用 フ リ ーザ ー温 度
一28℃ ，屋 外 気 温 一9− − 11℃，fE乾 （電気温風 乾燥 器） 60°C 以 下 ， 室温 18− 21DC，

　乾燥時間 120 時間 1967 年 11 月 〜1968 年 3 月 大 黄 生 重 1kg に よ り試 験

TABLE 孤 ．　大 黄 調 製法 （1969〜1970）

No． 調 　 　 製 　 　 法 根 頭 重 　　生 重 9

1− a

aCd一

［

［

111

abCdabCda一

　

一

一

一

一

　

［

［

222233

−334

、
DClqe［

一

一

一

4444

乾 重 9 摘 　 要

蒸 製 10 分 ，屋 外 自然 凍 結 （
− 30℃ ），15時 間 （以 下 凍

結）室 内 ス チ ーム 乾 燥 （31〜34°C） 2 週 問 （以 下 室 乾

とす る）．

生根
一

凍結 （− 30°

），／5時間
一

室乾

生 恨
一

室乾

湯 通 （80 −・90
°
）， 10分 （以 下 同 じ）一凍結 （− 30

°
）15

時間
一室乾

蒸 製 15分 一凍 結 （
− 20 °

）15時間
一室 乾

生 根 一凍 結 （− 20つ 15時 闘
一室 乾

生 根
一室乾

湯 通一
凍結　@（−20°），　15 時

間
一室」；

蒸製10 分 一 凍
結

（−
16

°），15 時間 一

乾 生 根 一凍結（
− 16°）， 15 時間

室 乾 生

一 室乾
湯
通

一凍
結
（− 16e），工

511

間一
室

乾 生根 一
冷凍室

内

凍結 一30 ° （恒
温

），

條
ﾔ 一室乾 〃一　　　　　〃　 　　　　

　 　

12 時閊一〃 〃一　　　　〃　　　 　
　 　

　24 時間一〃 〃　一　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　
　

　　　

48 時間一　　〃 ”　一　　　　　　　　”　　　　　　　　 　
　

　　　

　72時

一　　〃

2620190017702010220D2800

2150

280010610

9986597511gg703

10501455

ユ39817D3

16911910

402

変色組

破壊

991346174729729977

56249016

52604

0 大 黄 に

る香 気 な し

気
な

し 固 化

ﾏ 色組 織 破 壊

1
− a に 同

1 − b に

じ 1 ・ ． C

同 じ

|dに同 じ

| − a に同 じ

気 な し 1 −

c に 同 じ 1 −

こ
1

司 じ

入 大 黄

近 し

° C 気

く 色 稍

4 −a に 同 じ 　 　 〃 　　〃 　 　〃 （ 5 ）
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大 黄 （Rheum 　Palmatum　L．） の 1 年 目 大 黄 の 抽 苔

大 黄 の 根 頭 部 乾　 燥 　 状 　 況

均
一

な こ と，香気 の 弱い 点 な どに 問題 が あ る．冷凍室内凍結 を行 な っ た種類 の 中で は乾燥直後の 香気 は 72 時間の も

の が 最 も強 か っ た ．ま た 調製方法 の 相異に か か わ らず乾燥歩留 りは 35％ 前後 で あ る．

　大黄調製の 際多量 の ク ズ や 地 下部 の 半量を 占め る支根部 の 乾燥方法 を 知 る た め の 試験 で は 2 − 4 本 に 裂 い て 乾燥す

れ ば 手間 も少 く所 要 日数 もみ じか い ．

　大黄 の 製薬原料 に す る 場合 は 厚 さ 1cm 程度の ス ラ イ ス と し て 乾燥す る の が 有利 で あ ろ う．

　謝　辞　本 研究 を 行な うに 当 り種 々 御助言 と，ま た 生物学的検定 の 御便宜 を与 え られ た武 田 薬工 研究所，後藤実，

松岡敏郎 の 両博士 に 謝意 を表す る．ま た種 々 の御援助を賜 っ た 北海道衛生部 ， 古賀薬務課長 は じ め課 の皆様 に 厚く御．

礼申 し上 げ る．
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